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新年度を迎えて 

                  校長 内山 聖司 

 

春の心地の良い春の日差しの中、令和６年度がはじまりました。 

昨年度末に子どもたちが植えたチューリップが見事な花を咲かせています。今年の桜は新

年度の始まりに合わせてお祝いするかの様に咲き始めました。 

あらためまして、２年生から６年生の皆さん、進級おめでとうございます。また、新しい

学年のスタートです。１年は長いようにも短いようにも感じます。しかし、時間というもの

は誰にでも平等です。与えられた１年という時間の中で、毎日違った刺激を得て、自分の良

さを伸ばし、生き生きと活躍してください。 

４月４日（木）には新しい６年生が、入学してくる１年生のために、入学式の準備や各学

年の教室準備にあたってくれました。昨年の卒業式に参列しているときとは雰囲気が変わり、

作業をするどの顔も最高学年としての責任と、新入生を温かく迎えようとする心に満ちてい

て、頼もしさを感じました。 

そして今年も入学式で元気な１年生を３５人迎えます。保護者の皆様、お子様のご入学、

誠におめでとうございます。６年間の小学校生活でお子様の成長を共に見つめ、喜びを共有

していきたいと思います。 

本校では、６年生の教室は１年生の教室の隣にあります。日々の暮らしの中で１年生と６

年生のふれあいの機会を増やしていきたいとの思いからです。各学年間の交流を深めるため

の「なかよし班活動」の取り組みもますます盛んにしていきます。児童数が年々減少してい

る本校ですが、その分、全校児童が仲良くかかわれるという本校の強みがあります。子ども

の作文にも「公田小の良いところは、全校のみんなの仲が良いことです。」という文がありま

した。この良さを生かして子どもたちが成長していくことを願っています。 

今年度も「ひとみかがやく 公田の子」という学校教育目標に向け、教職員一同子どもた

ちの支援に全力で取り組んでまいります。 

これまでと変わらぬご支援・ご協力をよろしくお願いたします。 

 


